
朝日地区連合町内会のＩＴ化の推進に関する活用事例

　朝日地域からの情報発信や、地域住民相互のコミュニケーションを促

進することによる地域の活性化を図るため、朝日地区電子町内会「公開サ

サイト」を開設(リニューアル)するとともに、ホームページから朝日コミュニティ

ハウス等の利用状況の確認と予約受付を行っています。

1.チラシを作成し、全戸へ配布



2.朝日コミュニテイハウスの利用状況の確認と予約受付

　これまで、受付担当者への電話による利用状況の確認と利用予約受付につい

て、パソコンやスマホを利用して、電子町内会ホームページのメニューから、

２４時間いつでも、利用予約を行なえるようにしました。受付後、自動作成さ

れる利用予約受付一覧表(エクセルファイル)を編集し、朝日コミュニティハウ

ス使用簿(岡山市様式)を作成しています。

　また、旧朝日小学校体育館と正儀シーサイドスポーツ広場の使用状況を同様に

にカレンダーで公開するなど、朝日地区住民の利便性の向上と朝日地区内公共

施設の適切かつ効率的な管理・運営を図っています。

①利用状況の確認(Googleカレンダー) ②予約受付(Googleフォーム)



③利用予約一覧表(Googleフォームのスプレッドシート回答一覧表)

④ 岡山市朝日コミュニティハウス使用簿(岡山市様式)の作成

●海外に赴任中でも、朝日(ふるさと)を身近に感じることができる。

●朝日の地域活動やイベント、スポーツ大会等の新着情報を楽しみにしている。

●朝日コミュニティハウスの利用にあたって、スマホで事前に利用状況の確認が出　

　来、何時でも利用予約ができるので、即時に会議開催日時を決めることができる。

。

地域の方々から寄せられた声




